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菫(覆 究藪菫録畿甕   ■
(曇 )研 究の ll的 および意義、とくに本研究の特色と独創的な点。

東日本大震災で被害をうけた日本一長い運河群 (北 L運河。東名運河。貞山運河)の 1再生復興工事が進む中で、

稲井右 (浄1称 :井内石、lll台石)を使用した石積の護岸や問Flの調査が進んでいる。昨年の調査では、北_L運河

墓こおtヽて、強変特性に方向性をもつ継井石の特徴を生かした極積み護岸が新たに発見された。通常コンクリート

譲華奉方が再猿み譲諄に比べると整率動 るとしヽう固定競念がある。しかし、東露本大慶葉における運河の繊書

状況をみるかぎり石積護岸の方が被害が少ない。そl■は、石積み護岸の強度について、加工から施工までデータ

fヒされていないため過少評価となっているからと思われる。昭和初期には稲井石によるみごとな護岸が造られて

いて豊かな生態系と景観をかもしだしていた。その当時は、石割方法から磨きにいたる石材の加工はもとより護

寿の石組みの権工まで、すべて石工たちの勘と経験をたよりつくられてきた。特に継井石に関してはスレート嚇

鑢轟をもつため、その競 T_技権は経簑豊富なFi工の数量がとわれる作業となっていたこまずである。今鐵鍮調査では、

護岸構造に関しても、側面上部、側lli下部、底部と石の組み方を異にしており、護岸の強度をだす工夫が確認できた。

そこで、本研究では、方向性をもつ稲丼石の強度評価 (特に曲げ強度)測定を行い、稲井石の石割・切削加工

方法についてのヒヤリング結果と合わせて、機械的な特性から加工性までの稲丼石の基礎的な評価を行つていく。

また、Matttals Selec彗 鑢 ill Mttni“ I Des憩劇け MF`ぶ hbい の中の Strength Enertt COntentの 図によれば、

石材器エネルギ‐嬢率:ま、金轟や本材、フアインセラミ1ッ クスよりも断然高い場所に位議している。空石綾み護

岸が十分な強度があるものであれば、生態系の保全と景観形成の点からも優れているはずである。今回は、石材

利用の環境影響と景観形成からみた評fIEも試み、新たな需要の開tril、 今後、歴史的建造物の復興などに地元の石

材が使われていくための基盤となるようそのHr能性をさぐりたい。試験材料は稲井石材商工業共同組合から提供

菫く予定であるが、今Lrllの研究が、後継者が減少の一途をたどっている石材産業に新たなOr能性を見出すきつか

liとなり、石巻車曇譲災復興事業の二助になればと思っている[

(2)研究計画の大要。
■稲丼石の微細組織と構造の解明

稲井石の組織観察を行う。

また、 地質学の1専隅家 (東北大学)から種井石の成り立ちについて
の説明をうかがい、稲井石の構造について解銹する。

2機械的。化学的基本特性の評価

密度測定等化学的特性および加速劣化試験を行う。 3方向について

それぞれ材料強度試験 (圧縮試験・曲げ試験等)を行う。

鐘断面を走査型電子顕徽鐘で観察する。

③力1工性評価

割りやさまざまな加工法についてヒヤリングを行う。

その作業の様子はビデオカメラを利用して調査を行う。

以上、基礎評価①◎つのRti果から、種井石が優位かどうか、花商岩

やコンクリート等と比較する。

0環境影響解析

採石現場 。加工現場の調査を行い、稲井石の採石から加工までの

環境影響を考察する。

北_上運河。東名運|・j。 貞山運河での隷井石の使ll獣況を調査し、

護岸等の整態系保全からみた環境影響につも`て分解新を行う。

○景観形成評価

景観にういて、景観土木の元東京大学 教授 篠原修氏 (予定)
に北 ヒ運河など石巻市近隣の稲井石を使用した量籠について視察潔

行つてもらい、意見をうかがう。

霧南市堀′:1運河のflllな どを参考に、稲井石を利鏑した景観形成の

可睦性と評価方法につしヽて模索する。

新たなまちづくりへの展開・応用

(震災復異への貢献)
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⑤景観形成評価
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④環境影響解析
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0加工性評17m

▲
Ｔ
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②機械的・化学的基本特性の評価

▲
Ｔ
Ｉ

0轟井石の徴綴組織と機逢の解覇
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(3)暮群食魔灘する構農筆よび舞外における研究状況.

ェコヤークゃグリーンマ■クといった環境ラベルの名前をよく耳にするようになり、世界的:1上本建築資材の環

境評価についてはかなリー般化してきている。しかし、石材についてあ機境評価ιと関する研究は申‐角外|も |ほ

とんど聞いたことがない。

爵霊鶯 :遭磐薔犠嚢萎纂2叢籍まちづくり[底維工2鋭 6811■l崚雄密東北地方整備赫JL静鋼 lll■赫薔

乱暫懲ち意握鶴難機窪L色1レ壌篠纂鶴警
・r,部～上部古生界と歌津―志津Jl:地域のベルム系～ジュラ系〔地質学雑誌 第

近代のξ:番における神社境内の橋井石製施設の展開〔ランドスケ
ープ研究 74(5).20111小 林事二騨丼洋一

津1谷難域ゆ地質 ,鐘襲難太義 .乎戒5等 .地質覇養所

4t農
`雄
勝地方の構曲 (その 2)Ii費紀耀とペルム紀層の樹lllを巡つて [地質

ニュァス,19'9号 8月 号I滝沢文教ヽ神戸信和

(4)中請蓄 (共 llll研究の場合は、代表研究者および共り研究者)の本研究に関連す
る主褒な業績 (最近5年然内の著書、

議交等、嚢在から蘊緯発表年耽をさかめぽつて記入してくださ
い)尋

鋒 米 蘭 機

個人的なボランティアで津波寃連地点に桜木を植樹する活動(1まなはなプロジェクト)を行う中で、稲井石の産業が急激に

衰退していることを短:り、勤務先である東北大学橋田教授にl・ll談をもちかけところ本研究助成の募集を見つけ応募してみ

ることとなった。

2015年 東北 Ii業大学 科IJ名ランドスケープデザインにおいて 90分の講師担当.
器 15年 富城県主催 菫lll運河桜摘樹会に協‐J」 =
象工■年 貞111,北 11・ 東名‐運澪の石穣み護摩フォーラムに参騒L
2013年 浪分桜のlll樹 (はなはなプロジェクト)をスタート、現在まで寓城県lt1 1 0市町村の公有地に計 24本の桜木を

植樹。(桜木提供 :第 16代佐野藤右衛
'1氏

、Fi碑提供 :稲丼

`:材

商 11業組合、石碑運搬協力 :it園建設東北支店)

橋lll俊之

2015年  Indellt鑢撼職壺祀It8th OF,壼
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on nitnde ceralnics processed by spark plasllla s韓

"Fing teChnique.lMateHals簸 菫ra:道 恐鷺1■蔽調耽寧A絡44,露 015き、15年 1701N‐ Aze番甕誕井.L JOly‐ POttu乙 1.C濃IV腱諄鳥MO饉藤 ,T.Hashida D.N● liab
2014年 CharactejzaJon oFIIassノ Heat ttaお腱r in Fract雛輔 俊矮berFntt R鉢ざ鳴鶴 翡鴫 難 ll釧饉tittl Modtt of

COmplex Dynttical System′ IPrt2Ce“ ingSOf 39thStanford Ceothermal wortthOp,Stattrd Univestt S● n10rd,Califolnia,

FebFvaCr 24‐26,2014:SCP‐TR 202,(2014),1‐ 91Anna Suttkl,Yuichi Niibori,Sergei A Fonlin,Vladimir A Chugunoゝ 鑢d

TOShiyuki Hashlda   ‐
器 13年 文部科学省 (輝)文 部科学省・先端研究基盤共lll・ プラ ,ト ラォ■ム形成事業「社会の安全・安心のための先
鑢的経年機傷計測・評価と破壊孵鶴J 平成27年底課題選定評無委員会 課題選定評llli委員会委員 (2013→

後藤光亀
2014年 野蒜築港遺構に残るわが国最古の部類のポルトランドセメントとそれを使用したコンクリート/モルタルの顕微
鏡観察安藤陽子 ,広野真,沢木大介 ,片山哲哉 1/o168(2014)No.1セ メント|コンクリ=卜論文集 p.1lo‐ 117

2013年 平成 23年東北地方太平洋沖地震による歴史的土木構造物の被災状況に関する調査報告 (その 2)rFI部 貴弘,後藤
光亀,伊藤登_土木史研究 .講演集 ‐
2012年 日本一の運河群.熱 l』選河。東名運河・北 LttilIをゆく(震災編 )-2011年東北地方太平洋地震津波による野蒜
築港と運湾群の津波被災調査から一t後藤光亀 ,書集工震会報Nα50,pp 30-43.(201母

(5)研究成果の/A・表予定 (具体的に記入してください)。
土木学会年次講演会で発表。

土木学会東北1支部技術研究発表会で発表c

貞山・北 L,棄名運河研究会フォーラムなど、地元ポランティア主催のフオ∵ラムで発丸

東北大学災害研主催のシンポジウムに参加.

地元紙 (河北新報、地元ラジオ局など)に発表。

地元で石工さんを中心とした勉強会を開催。

各種ホニムページやバンフレット等で稲丼石について紹介。

多くの人は稲井riの存在を短1らないし、あるいは知っていてもスレートと稲井石は日じ岩石と思っているので、可能なかぎ

り機ll石の存在をアビールしたいぅ
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